




 

 51 年度本会議に於て、我々は Dushenne 型 DMP 患者は同年令域健常男子に比

較し、心エコー図上、左心室拡張期短軸径(LVDd)の狭小化、心拍出量、駆出率

等心ポンプ機能の低下、左室後壁の平均収縮速度(mPWV)心内膜最大収縮速度

(SEVM)心内膜大拡張速度(DEVM)等心筋収縮能の低下がみられる事を報告した。

今回はその一年後の変化を検討した。心エコー図は Aloko SSD 110 型により

2.25MHZ、107mm 径の平面探触子を用い胸骨左縁Ⅲ－Ⅳ肋間より Beam を入れ、

撮影及び計測は同一検者が行なった。対象は8才～I9才のD型DMP36名である。 


